
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 

花の台町内会 

会長 田村 伸一郎 

新しい年の開幕、誠におめでとうございます。

会員の皆様におかれましては、希望に満ちた新

年をお迎えの事とお慶び申し上げます。昨年１

０月の台風第１９号は市内に甚大な被害をも

たらしました。今回の災害では、町内会・自治会などの地域での支え

合いの大切さを目の当たりにすることが非常に多く、改めて日頃から

顔の見える関係づくりが時に命をも救うことを実感いたしました。防

災対策だけでなく、私たちが生活する中で存在するさまざまな課題を

解決していくためには、そこに住む皆さまの個々の強みを互いに活か

しあって「地域力」を高めていくことが大事だと感じています。特に、

転入者が増加している当町内会においては、盆踊り大会、運動会、防

災訓練などのイベントを通じて、地域の絆をはぐくみ、地域で支え合

えたと思います。今後も引き続き、公園体操、防犯パトロール、公園

清掃など身近な場所で子どもから高齢者まで世代を超えて集える場

を大切にして交流を図って参りたいと思います。是非、皆様で声を掛

け合い、お誘いあわせの上ご参加ください。今年も安全・安心で、笑

顔あふれる花の台町内会にしてまいりたいと思いますので、皆様の変

わらぬご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げまして年頭の

ご挨拶とさせていただきます。 

 
午後から町内会などで日頃活動されている約１００名の方々が一堂に会しました。冒頭、田村会長の挨拶（上掲）

に続き地元マンドリンクラブ「アンサンブル宮崎台」による演奏は、お正月の定番曲ヨハンシュトラウスの「ラデ

ツキー行進曲」を皮切りに「パリの空の下」「太陽がいっぱい」「君といつまでも」等。途中、大学の先輩（桂田町

内会副会長）後輩（マンドリンクラブの指揮者山本雅三氏）によるギター二重奏「ラ・クンパルシータ」等の演奏

をはさみ、会場からは「ブラボー！」。盛り上がった会場は、中澤副会長の「乾杯！」の音頭へ続きました。元気を

くれた新年会でした。みんなで肩を組み晴れた日はともに喜び、雨の日はともに助け合うより良いコミュニティ作りに進むことを誓い合い、お

開きとなりました。 

 

 

 

「田園都市線が敷かれるまでは、人の住めない山林原野だった」 

それがこの地域の定説になっていると知った時、土橋に１５代続く農

家に生まれ育った私は、ここにも遥か昔から人の暮らしがあったこと

を知ってほしいと強く思うようになりました。無住の山林原野でない

ばかりか、「谷戸」と呼ばれる独特の地形に人は丹念に細やかに手をか

けて、風土と折り合い暮らしを育んできました。 

その生活文化を伝えるために映画『オオカミの護符』を作り、書籍

も生まれました。「通勤に便利」という理由でここに移り来た人も、地

域への愛着を感じて下さる方が増えており、「伝えるこ

と」の大切さを味わっています。

映画が機縁となり、新たにカフェ＆レストラン「谷戸の

下」も生まれました。我が家の屋号を名乗るこの場は、先

祖伝来の「一枚の畑」の作物でお料理を供します。背景の

異なる新・旧住民が力を出し合い、互いを認め合い、〝旧

きに学び新たな生活文化を育てること〟を目指します。 
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第５９号 
この会は会員相互の親和と互

助をはかり、会員の福祉の増

進と、明るく住みよい町づくり

に寄与することを目的とする。 

（花の台町内会会則より） 

花の台町内会館 開館日 

毎週火・金曜日 10 時～12 時 

 

令和２年１月１２日（日） 

『オオカミの護符』（新潮文庫）は、一人の少女が自宅土蔵の扉に貼られた「オオカミの護符」が気になったところから物語は始まります。 

土地の古くからの奥深い文化の存在を教え私たち新住民に課題を投げかける本です。 

ＪＡセレサ川崎 宮崎支店 階上ホールにて開催 

新年のご挨拶 

 ～町内会活動は新しいステージへ～ 

「互いに認め合い、共に創る新たな暮らし」 ＊小倉 美惠子 

＊(株) ささらプロダクション代表、文筆家 

 

花の台町内会 HP はコチラ⇒ 



 

 

 

  

 

 

宮前平中学校の文化祭とも言うべき令和元年度『第１３回花咲祭』

が行われました。 

花の台町内会からは『昔あそび』を伝えるべく 花の台クラブ（老

人会）や町内会役員らが出向き『ブンブンごま』と『ベーごま』を生

徒と一緒になって 作って 遊んでと楽しい一日でした。 

 

 

 

  

 

 

 

宮崎台小学校（佐藤 茂樹 校長）の学校公開日でした。学校生活や学

習生活を保護者や地域の人に見てもらおうとの催し。朝から沢山の方が

参加しました。２３日は授業参観に続き午後からＰＴＡ主催のモッチフ

ェスティバル。今年で１４回目です。新装なった体育館で太鼓の演奏、

踊り、教室ではモッチチケットでゲーム、工作、おにぎり、うどんも買

えました。全校一つに、楽しい一日でした。 

過日、１９号台風で校庭の桜の大木が倒れました。毎年４月花を咲か

せ新入生を迎えてくれた木でした。 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

花の台町内会でも役員を先頭に町

内１２か所の公園を清掃。関東地方直

撃の１５号台風で落ちた小枝や枯れ葉

をくま手や竹ぼうきで掃き集めました。

いっときみんなで汗を流すと公園はま

たきれいな公園に。ご近所の皆さんに加え宮崎台小学校ＰＴＡの保護

者の皆さん、そして宮崎第一公園には町内会少年野球フラワーズの選

手、監督、コーチ、保護者の皆さんが大挙して来てくれました。小憩

時、町内会差し入れの飲み物で歓談。参加されなかった方も次回は参

加してご近所の輪（和）を拡げて下さい。お待ちしてま～す。 

 

 

 

 

 

 今年最後の公園清掃を行いました。朝９時、各公園に集まり草とり、枯れ葉、落ちている空き缶を拾ったりしました。天候は曇り、肌寒い朝

でしたがお年寄り、子ども達一緒にみんな元気にやりました。 

 

 
 

 

  

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

   

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

宮前平小学校恒例のキラ☆どきワールドが校舎、体育館、校庭で開催されました。同校ＰＴＡ主催のフェスティバル

は人形劇、サッカー、紙飛行機飛ばし等々。出し物は多彩。在校生に加え未就学児童も参加しました。花の台町内会も

役員、スポーツ推進委員、青少年指導員、花の台クラブ、青壮年部、子ども会、フラワーズ、囲碁同好会など、多数参

加し、餅つき、わた飴、こま遊び、伝承遊び、囲碁などを一緒にやりました。 
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令和２年１月１１日（土） 

宮前平中学校区がここで成長する子どもたちにとって、居心地の良

い「故郷」であり続けられるように活動している団体です。 

 構成は教職員、町内会、住民委員、地域の子ども会、PTA 会長及び

父母委員などです。会議には子ども部会とおとな部会があり、右のよ

うな活動をしています。 

 

どの部会でも多くの方に参加していただき、地域のふれあいの輪を広

げていただければと願い活動しています。 

令和元年９月２９日（日） 

令和元年１２月１日（日） 

令和元年１０月１７日（木） 令和元年１１月２２日（金）、２３日（土） 

  

11 月 地域安全マップづくり（キミは安全を守れるか！？） 

12 月 プログラミング体験  

 

9 月 男の料理教室（そば打ち体験）  

10・11 月 パソコン・ワード教室 (全４回) 

 

３月 ふれあい音楽会  

 

子ども部会 

おとな部会 

子ども部会とおとな部会共同 

～報告～ 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士見台小学校で開催されました。 

今回は土橋町内会が主で花の台町内会は従として参加しました。 

地震対応のシェイクアウト訓練は、①まずひくく（Drop）、②あた

まをまもり（Cover）③うごかない（Hold on）で６０秒間耐える訓練

でした。 

避難所開設訓練は、①総務班②情報広報班 ③救護班 ④環境衛生班 

⑤食料物資班に分かれ、区役所職員の指導のもとで行いました。この

時の段ボールベッドは有効な手段で町内会としても何セットか準備

したいと考えています。 

最後は炊き出し訓練。豚汁、ワカメご飯を食し

終了。 

 参加して頂いた民生委員、ＰＴＡ校外委員、班

長、役員等の皆さま、大変ありがとうございまし

た。 

 

 

 

会長挨拶、町内会年間行事の説明、各部の活動紹介に続き「海洋プ

ラスティック」による環境汚染の実情とその防

止策や塵の分別・排出方法をパワーポイントや

ボードを使用して宮前生活環境事業所の皆さん

からレクチャーして頂きました。 

このあと出席班長の中から、来る１０月１３

日日曜日開催予定の町内大運動会実行委員及び１０月２７日の防災

訓練実施のボランティアを募り多数の賛同、参加を得られました。 

最後は宮前区危機管理担当の森山さんより「宮前区の防災・災害情

報と地域に求める課題」と題しパワーポイントを使いご講演頂きまし

た。出席者は５０余名。正午過ぎ散会しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

「投棄されたプラスティックごみは河川から海洋に、そこでマイク

ロチップ化し魚の体内へ、また食塩に交じって人体へ・・・これらが

生態系に重大な影響を与える」など新聞、ＴＶなどでしばしば報じら

れています。そこで今回私たちは、プラスティックごみ減量に果敢に

挑戦している会社の現場を宮前区廃棄物減量指導員連絡協議会（桜井

英雄会長）事務局 宮前生活

環境事業所のお世話で見学に

行ってきました。 

当日バスで宮前平を出発、茨

城県結城郡の「エフピコ関東

リサイクル工場」に向かいま

した。そこは食品をスーパーマーケットなどで購入時、食品と共にパ

ッケージされているプラスティック

トレーの再生工場でした。構内に搬

入された使用済みトレーが白色とそ

うでないものとに分けられ、異物を

取り除いた後粉砕、洗浄また粉砕、

洗浄を繰り返した後コメ粒状のペレットになり最後にこのペレット

をシートに成形・裁断すると新しいトレーとして蘇ります。まぎれも

なく再生の現場でした。 

見学後トレーのリサイクルをあらためて考えた時、このリサイクルの

循環の輪の中で「私たち消費者の役割＝廃棄物の分別」の大きい事が

理解できた一日でした。 

 

～見学会報告～ 

ＪＡセレサ川崎 宮崎支店 階上ホールで開催 

 

 

川本整形外科 
〒216-0006  川崎市宮前区宮前平 2-1-3 ℡ 044-870-0086 日曜・祝日・木曜 

・整形外科 ・リハビリテーション科 

休 診 日 

診察時間 

令和元年９月２８日（土） 
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  月 火 水 木 金 土

 9:00～12:00 〇 〇 〇 ／ 〇 ／

15:00～19:00 〇 〇 〇 ／ 〇 ／

 9:00～13:30 ／ ／ ／ ／ ／ 〇

広報紙「花の台」は下記の場所の棚に置いてあります。ご自由にお持ちください。 
宮崎台駅、老人福祉センター、宮崎こども文化センター、宮前地区会館（馬絹交差点）、宮前平郵便局、ＪＡセレサ川崎宮崎支店、 

世田谷信用金庫、川崎信用金庫、城南信用金庫、宮前平地域包括支援センター、地域包括支援センタービオラ宮崎、宮前区社会福祉

協議会、＊宮前図書館、湯けむりの庄             ＊宮前図書館では、地域の資料として毎号保存しています。 

令和元年９月１０日(火) 

令和元年１０月２７日（日） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曇り空の中、早朝から町内会関係者が子ども御輿および山車の準備。

９時神主の安全祈願、田村会長挨拶および中澤副会長の一本締めの後、

市民館広場～宮崎こども文化センターを目指して出発。 

山車の引き手は未就学児と低学年生、その周りに保護者が付添い、

お御輿は少年野球、少女ソフトの仲間が担ぎ手になりました。 

山車を引くお子さんが太鼓を交代で叩く“どんどんどん!” 

更に御輿の掛け声“わっしょいわっしょい！”と街中に響かせな

がら練り歩きました。街中では介護施設の皆様や響きを聴き付けた住

民の方々からも声援を掛けられながら

巡行を続け、１２時３０分に宮崎こど

も文化センターに到着。子ども達には

お菓子が配られ、令和元年の巡行は無

事終了しました。 

 

今年も宮崎こども文化センターで行いました。 

センターの会館横でさんまを炭火で焼き、とん汁、焼きそば、おにぎりも好評でした。 

グランドでは野球のゲームもあり親子楽しい一日でした。 

 

 

 

 

 

この一年、町内会４大行事にご支援ご協力いただいた方々をお呼びし役員が接待役で行うもの。出席者

は８０名を超えました。歓談で盛り上がった後半は全員に賞品が当たる抽選会で、清酒、お米、１００万円が当たるかもしれない宝くじ券など

を貰いお開きとなりました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

私は１８歳で故郷「富山」から上京しました。当時は特に郷愁を覚

えることもなく実家のある場所といった感情しかありませんでした。

年齢を重ねるにつれ毎年夏休に開催される相撲大会、映写会、滑川の

海岸でのホタルイカ狩り、立山登山等々幼少時代のことが思い浮かん

できます。特に家族で行った立山登山は記憶が鮮明に残っています。

早朝に宿舎を出発し、真っ暗な山道を懐中電灯を手に歩きます。雪渓

を越え一の越に至ります。一の越からは岩場を登り「雄山」の頂上を

目指します。頂上で「ご来光」を待つのです。雄山神社の社務所から

流れる「君が代」に併せ太陽の上部が山影から徐々に姿を表わすと、

黒い影絵の様だった山々が朱に染まり始め、昇りきって全て顔を表わ

すと、登山客から万歳や拍手が沸き起る程感動的なものでした。その

後頂上の雄山神社に参拝し下山するのです。このシーンは何度見ても

同じ感動を覚えます。冬や早春の晴れた日、富山市内の至る所から立

山連峰の白く輝く雄姿を仰ぎ見ることができます。時折帰省して連峰

を見る度に私に元気を与えてくれます。そして思うのです。「お帰り」

と迎えてくれている様だと。 

 

 

 
 

４/２６ 定期総会 

５/３１  役員会 

６/７  第４１回多摩川美化活動 

６/２１ 町内会役員・班長による日帰り研修旅行 

６/２８ 町内１２か所の公園清掃 

 

令和元年１０月２６日（土） 

 

下記の方が入会されました。 

 

★ル・パルテール(６戸) 宮崎１－８－４ 

★メゾン オーパ（６戸）宮崎１―５―３７ 

   

＊花の台町内会 第７地区副会長 
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令和元年１１月３日（日） 

 

令和元年１２月７日（土） 

 

令和元年度赤い羽根共同募金運動に協

力し去る１０月１日、町内会は５０万円を

拠出、献金しました。この他今年度も歳末

助け合い、赤十字に各５０万円づつを献金

いたしましたことをご報告いたします。 

ＪＡセレサ川崎 宮崎支店 階上ホールで開催 

あんな話・こんな話・ちょっといい話 

＊見角 勉 


